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男女共同参画社会の実現は、基本法の前文
でも「二十一世紀の我が国社会を決定する
最重要課題」と位置付けられているよ。

2024年は、男女共同参画社会基本法が1999年6月に
施行されてから、25年となる節目の年です。

男女共同参画社会基本法ができるまで

参考：内閣府男女共同参画局「男女共同参画社会基本法制定のあゆみ」
https://www.gender.go.jp/about_danjo/law/kihon/index.html

1985（昭和60）年 日本、「女性差別撤廃条約」を批准
条約は、女性に対するあらゆる形態の差別を撤廃するために
立法を含む必要な措置をとることを締約国に求めている

1994（平成6）年 政令に基づく男女共同参画審議会の設置

1995（平成7）年 第４回世界女性会議（北京会議）開催。北京宣言・行動綱領が
採択され、行動計画の策定が各国政府に求められる

1996（平成8）年 7月、男女共同参画審議会が「男女共同参画ビジョン」を答申
男女共同参画社会の実現を促進するための基本的な法律を
速やかに検討すべきと提言がなされる
12月、男女共同参画推進本部「男女共同参画2000年プラン」を策定

1997（平成9）年 男女共同参画審議会法に基づく男女共同参画審議会の設置
基本法について検討を開始する

1998（平成10）年 男女共同参画審議会が「男女共同参画社会基本法について：
男女共同参画社会を形成するための基礎的条件づくり」の
答申を行う

1999（平成11）年 6月23日、男女共同参画社会基本法公布・施行

男女共同参画社会の形成についての基本理念を明らかにし、将来に向かって
国、地方公共団体および国民の男女共同参画社会の形成に関する取り組みを
総合的かつ計画的に推進することを目的とした法律です。

男女共同参画社会基本法とは

【男女共同参画社会基本法】条文（e-Gov）
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=411AC0000000078
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基本法の理念

男女共同参画社会基本法には、５つの理念があります。

基本計画・行動計画

令和６年版『男女共同参画白書』
内閣府男女共同参画局 2024年６月

男女共同参画社会基本法に基づいて毎年発行される年次
報告書です。
令和６年版の特集テーマは「仕事と健康の両立 ～全ての人
が希望に応じて活躍できる社会の実現に向けて～」。
全ての人が家庭でも職場でも活躍するために、仕事と家庭
生活の両立支援と、健康問題への支援に、社会全体で取り
組むとしています。

『第5次男女共同参画基本計画 : すべての女性が輝く令和の社会へ』
内閣府男女共同参画局 2020年12月

５年おきに策定されている、男女共同参画政策の推進を図るための施策の基本的
方向および具体的な取り組みを定めるものです。

https://www.gender.go.jp/about_danjo/basic_plans/index.html

男女共同参画社会基本法の理念に則って策定されるのが、男女共同参画
基本計画です。

基本法第13条は政府に「男女共同参画基本計画」を、第14条は「都道府県
男女共同参画計画」の策定を義務付けています。

また第12条は政府に年次報告の提出を義務付けており、毎年『男女共同参
画白書』が発行されています。

１．男女の人権の尊重 （第3条）
２．社会における制度又は慣行についての配慮 （第4条）
３．政策等の立案及び決定への共同参画 （第5条）
４．家庭生活における活動と他の活動の両立 （第6条）
５．国際的協調 （第7条）

https://www.gender.go.jp/about_danjo/
whitepaper/



3

４人のフェミニストと著者による、フェミニズムの課題につい
て語り合う対談集です。
冒頭の大沢真理氏との対談は、男女共同参画審議会が
「男女共同参画社会基本法について」の答申を提出した、
1998年11月に行われました。基本法制定の経緯、基本法
の目指すものや社会に果たす役割について活発に語り合
われています。
対談以降の国の動きについても書かれています。

基本法が施行された翌月（1999年７月）に京都府女性総合
センターで行われた、基本法についての講演会の内容を、
ブックレットにまとめたものです。
基本法の理念や基本計画・行動計画の策定について、女性
差別撤廃条約との関連も交えながら、細かく解説されていま
す。講演会後のフリートークの様子も収録され、基本法が施
行された当時の女性たちの思いも知ることができます。

基本法について、知りたいな。

男女共同参画社会基本法の本

『ここが知りたい！そこが聞きたい！男女共同参画社会基本法』
船橋邦子著 ウィメンズブックストア松香堂書店 1999

『ラディカルに語れば … : 上野千鶴子対談集』
上野千鶴子編著 ; 大沢真理 [ほか述] 平凡社 2001

日本の男女共同参画政策のあゆみ、基本法成立までの
経緯、施行以降の政策の動きについて、体系的に整理さ
れています。
後半の逐条解説では、条文ごとに「趣旨」と「用語解説」が
付けられ、法解釈に役立つものとなっています。

『逐条解説 男女共同参画社会基本法』
内閣府男女共同参画局編 ぎょうせい 2004
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『時代が変わる社会が変わる男女(わたし)も変わる：
男女共同参画社会基本法シンポジウム』
福岡県女性財団編集・発行 2000

都道府県・市町村の資料

地方自治体では、基本法について、
どんな資料が発行されているのかな。

『男女共生フェスタ報告書 : 
男女共同参画社会基本法成立記念』

大分県生活環境部女性青少年課編集・発行 2000

『男女共同参画法律資料集』
大阪市女性協会編
大阪市市民局市民活動推進部男女共同参画課 2003

女性教育情報センターでは、一般には販売されてい
ない、都道府県や市区町村が発行している資料も
たくさん所蔵しているよ。

☆文献情報データベースで「地方行政資料」に
チェックを入れて、検索してみよう！

https://winet2.nwec.go.jp/bunken/opac_search/

【検索キーワード】
男女共同参画社会基本法、男女共同参画計画、など・・・。



5

『男女平等は進化したか : 
男女共同参画基本計画の策定、施策の監視から 』

鹿嶋敬著 新曜社 2017

第一部では政治分野における男女共同参画推進法の施行で
女性の政治参画がどの程度進んだのかを、第二部では諸外
国の制度や取り組みの事例を、第三部では立法が果たした
役割と法整備を、それぞれ確認しています。
第三部では男女共同参画社会基本法について、制定過程と
意義、今後の課題が論じられています。基本法２条の「積極
的改善措置」を有効に活用し、クオータ制やペア投票制度を
活用するための法改正の検討を促しています。

『女性の政治参画をどう進めるか (学術会議叢書31)』
日本学術協力財団編集 ; 三浦まり [ほか執筆] 日本学術協力財団 2024

男女共同参画社会の実現に向けて

男女共同参画社会の実現に向けて、
どんなことが必要でしょうか。

2005～2017年に男女共同参画会議の議員を務めた著者が、
日本における男女平等政策の過程を、男女共同参画社会基
本法・基本計画から読み解きます。
ゴールは男女共同参画社会の形成であり、女性活躍のため
には長時間労働・性別役割分業の解消、指導的地位に占め
る女性を増やす取り組みを推進することを説いています。

女性たちが日々感じているモヤモヤや生きづらさ。ジェンダー
平等な社会をめざすために、議会に占める女性議員の数を
増やし、多様性のある議会をつくるためのアクションを提案
しています。
WebでPDFが公開されています。

https://www.ichikawa-fusae.or.jp/suship/

『すしPはじまるよ～！ : 
すべての女性がシアワセになるプロジェクト！』

市川房枝記念会女性と政治センター 2023
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もっと詳しく知りたい方へ

国立女性教育会館 文献情報データベース

①女性教育情報センターの豊富な所蔵資料が検索できます

図書・地方行政資料15万冊、雑誌4,200タイトル、

新聞記事60万件、和雑誌記事8万件

②資料には、登録時に関連キーワードが付与されているため、

幅広い、効率的な検索ができます

女性・ジェンダー関連情報を調べるのに最適！

関心のある「キーワード」や「著者」などをあらかじめ登録すると、
その条件にあった女性教育情報センターの新着資料をEメールでお知らせ！

https://www.nwec.go.jp/database/new.html

文献情報データベースでできること

新着資料アラートサービス

https://winet2.nwec.go.jp/bunken/opac_search/

文献複写Web申込サービスを利用申請いただくと、インターネットで
お申込みができ、ご自宅へ資料のコピーをお届けします。
（有料：白黒1枚35円、カラー1枚80円＋送料）。

https://winet2.nwec.go.jp/optsrv/opt_psp_login.php

お近くの図書館や男女共同参画センター等を通じて、図書を貸出
しています。（送料はご負担いただきます）
埼玉県内に在住・通学・通勤の方は、埼玉県内公共図書館を通じて、図書を
送料無料で貸出できます。

図書の貸出、文献複写サービス



編集・発行：独立行政法人国立女性教育会館 情報課
〒355-0292
埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
TEL:0493-62-6195 
URL:https://www.nwec.go.jp/facility/center.html

発行：2024年7月

https://www.nwec.go.jp/event/center/kihonho25th.html

本、あり〼。は国立女性教育会館リポジトリからダウンロードできます。

2023年7月～9月に女性と政治に関する資料を展示しました。
こちらもぜひご覧ください！

男女共同参画に関する分野例：

男女共同参画 ＞ 行政

男女共同参画 ＞ 国際的な動向

から、見てみよう。

https://www.nwec.go.jp/event/center/politics.html

国立女性教育会館が提供しているサイト

男女共同参画社会の形成に役立つ
Web情報のリンク集です。

「女性情報ナビゲーション」
https://winet.nwec.go.jp/navi

関連するテーマ展示
「女性と政治～参画しよう、声を上げよう～」


